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様式３

平成２４年度 第２回学校関係者評価報告書

鳥取県立倉吉東高等学校

学校長 牧 尚志

評 価 日 平成２４年 １１月１日（木）

委

員

氏 名 年 齢 性別 資格・所属等 委員長

石 田 正 紀 ５９ 男 倉吉市立東中学校長（中学校） ○

青 山 真 知 子 ３６ 女 倉吉市立河北中学校ＰＴＡ役員（地域代表）

武 本 智 美 ４８ 女 倉吉東高保護者（保護者代表）

小 谷 次 雄 ７２ 男 学校評議員

寺 坂 和 利 ５２ 男 学校評議員

名 越 宗 弘 ５０ 男 学校評議員

評 価 ・ 提 言 学校の所見・改善策等

・判定会議の参加率が低いとの評価であるが、理

由はあるか。また、参加を奨励することが逆に教

員の負担感につながるのではないか。

・中学校の立場から言えば、驚きである。先見性

のある取組だと思う。

・平均点偏差値の推移だけを指標にしているよう

に感じるが、上位層や下位層の変化をみることも

大切ではないか。

・高校体験の際に、チューターによる校舎案内を

したそうだが、新たにチューターを選んだのか。

また、チューターを生かすなら、中学生に対して

もっと話をさせる機会を作ってはどうか。

・校内研修の場（ＯＪＴの機会）

として、１００％の参加率を目標

としているが、従来は関係学年団

と分掌（旧進路部）担当者だけで

やっていたことを考えると大変な

進歩であるとも言える。

・各層の数値も常にフォローして

いる。また、本校としての各偏差

値帯の適正人数も設定しており、

それをもとに毎模試後に検討会を

持っている。

３年になると、５科受験になるこ

と、過卒生や上位校が受験者とし

て参入することなどにより、相対

的に数値は下がる。

１年は超上位層の育成が課題であ

ると同時に、３教科揃っている生

徒が少ないという印象である。

・既存のチューターの中から、出

身中学を考慮して指名した。

もう少し話をさせることを検討し

たい。
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・中学生英語特別講座について、高校に入ってそ

の効果があるのか。中学生の声はどうか。呼びか

けによって参加者を増やしたが、塾と重なる、難

しいとしり込みする生徒がいるようだ。上昇志向

、チャレンジ志向の欠如を感じている。もっと宣

伝するために受講者の肯定的意見を出してほしい

。

・「中学生英語特別講座」という名称で募集をか

けているのか。ネーミングに問題があるのではな

いか。中学生の立場を考えるべきだ。

・文理学術のクラスがあるが、どのように編成し

ているのか。

・この講座に参加した生徒のアン

ケート結果は毎年各中学校へ送っ

ている。参加生徒の声はほとんど

肯定的なものばかりである。それ

にもかかわらず、こちらからの働

きかけがなければ一定数の受講者

が確保できない点が悩ましい。こ

の講座のメリットを理解していた

だき、必要だと思われる生徒に積

極的に受講を働きかけていただき

たい。

・本校の授業を体験した生徒に、

さらに高みを目指すために準備す

る講座であり、高校受験用の講座

ではないことはあらかじめ伝えて

いる。実際に、これまでの高校入

試で有意な差は見られず、１１月

進研模試では、受講生徒とそうで

ない生徒との間には有意な差が表

れる。ただ、今年度入試に限って

は、スクラム教育を受けた東中生

徒が入試点（英語）で＋２点、そ

の内英語講座の受講者は＋４点、

平均点を上回った。

・そういう視点はなかった。検討

したい。

・希望と成績で決定している。成績上

位者で編成したいので、電話により勧

誘することも多い。実際のところ、定

員確保にはかなり苦労している。

・学びは文化であるが、学ぶことが「

悪」だという風潮がある。その姿勢を

大人が変えなければならないと思う。

・今の「学び」が未来へどのようにつ

ながっているのか見えないのでエネ

ルギーを使いたがらないように思う。
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・やる気は子どもによって異なるが、概して、自

分のできる範囲から飛び出せない傾向にあるよう

に思う。

・わが子はすでに将来の目標が決まっていて、現

在を維持すればよいと思っているふしがある。モ

チベーションを高める教育とはどんなものか。

・小中学校時代から圧倒的に「経験・体験」が不

足している。言われたことはできても、自由行動

ができない子どもたちが多い。これまで親の保護

のもとに育ち、「危険」を経験したことのない子

どもは、「生きる力」に欠ける。

・知的好奇心を刺激することが重要だと思う。

・あいさつが非常に良いという評判である。特に

中部地区は、小・中・高共に良い。

・子どもに欲がなく、もの足りない印象を持つ。

勉強以外にも力を入れてほしい。

・集団の中で協力できる子どもたちを育ててほし

い。そのスタートは「あいさつ」であり、それが

コミュニケーションの第一歩でもある。

・指導しないでも自ら高きを目指

す生徒は数少ない。本校では、適

切な時期に様々な「仕掛け」をし

ながら、生徒を刺激している。例

えば、大学・企業訪問をして、先

輩の実体験を聞いたり等、自ら考

え、体験・経験したりする中で自

己変容が起きることを期待してい

る。

・生徒と保護者に、「警報」が出

たら、「自己判断」で行動するよ

う求めた。何か事故があれば、学

校の責任が問われるこの時代では

、勇気のいることであるが、生徒

の将来を考え、敢えてそういうメ

ッセージを出した。「指示待ち」

にしたくない。

・今勉強することが必要だという

感覚が子どもたちの中に生まれて

こないのは社会がそうしているか

らである。「学びの価値」を問い

直し、そうした子どもたちが、当

たり前だと考えていることに「さ

ざ波」を立て、揺らすことが必要

だと考え教育を行っている。

・部活動を活性化させたい気持ち

は強い。「文武両道」のスローガ

ンの下、勉強だけしていればよい

というつもりはない。ただ、顧問

・指導者によって温度差があるの

で、キャプテンを中心に活動でき

るような方向を模索している。


